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の菌体の微細構造を次第に明らかに しつ つ あ








は植田9) の ミコバクテ リウムの発育株式に関す
る研究に準拠 した｡氏の研究によれば ミコバク
テ リウムは一般バクテ リアのように横分裂の繰
返え Lによる増殖の様式を決 してと る こ とな
く,菌体からの発芽- 発芽は発育,伸長 して
や 長ゝ大な菌糸形を作り- 菌糸形の後半分は





は当然バクテ リアよりは菌類のそれ に 近 似 す
る.自然このような見地からすれば,或る一定


























































































構造が見 られる｡ electrondenseな Knaysi5'
のA順粒と思われるもの,electrontransparent
なCT,Fi粒 (Sapvacuole)並びにその間隙をうめ
るや ＼ densityの高い頼粒問質が見 られる｡
Fig.4bほ培養 5日の micro-colonyである｡
菌は樹枝状に配列,発育 しており,内部の分化






反対に脚粒問質が増加することに よ っ て den-
sityが高まると思われる｡
Fig.4Cは培養 7日の micro-colonyの中 央部
の電抑像である｡colonyはよく発育 しており,
各 cellは集合 している｡各 cellのelectronden-
sityも高 くなり,A瓢i粒が電子線で燃える程長
時間露出せねば内部構造は判らない｡ Sapvac-




















































実験成績 :5日培養の烏型結 核 菌 の micro-
colonyの抗酸性染色の像が Fig.5(LM)であ
る｡ 蛇行形となった micro-colony の先端部の
非抗酸性の cellは電顕的にも lowdensityであ
京大結研紀要 第9巻 第 1号
る｡内部構造は染色操作の為に無処置の圭Cell程














以上の所見を要約すれば,非抗酸 性 を 示 す









養 日数或は菌の life-cycleを考慮 しながらmy-
cobacteriaの電顕像を検討 し, 古 くなるにつれ
て cellの densityが増大 し,Sapvacuoleが縮



















実験 1で明らかになった如 く抗酸性菌体 と云い












る｡又オス ミウム酸は invitroで -C-C- と












tinの場所は electronを 通 過 させ て,lesser
densityの部分として表現されると述べている｡
更にSpitznagel17)によれば nuclearstainsと電
顕像 との比較により, Sapvacuoleは核で ある

















以上を総括 L mycobacteriaの 1つの celの
時間的経過に伴う内部構造の変化と抗酸性 との
関係を模式図として示 したのが Fig.7である｡
核分裂直後の若い 時期の celは核質と cytop-
1asmが分化 しておらず,lipid も少 く,それ放
非抗酸で electrontransparentである｡その内
Sapvacuoleとして核質が集合 し,cytoplasmと
区別され cytoplasm中には lipidが多 くなりや
ゝacid-fastとなる｡ 時間の経過 と共に cytop-
1asw は増々充実 Lacid-fastも強 くな り elec-
tronを通 し難 くなって行 く｡ しか し古 くなれば
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Fig.7 A schematicdiagram showingchangesofcellstructure
ofmycobacteriawiththelapseoftime.
